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Ⅰ　はじめに







































  As a step in the consideration of cooking education at junior colleges, students （178） who were 
admitted to junior colleges in 2007 and 2008 were compared with those （193） who had been admitted 
in 1994 and 1995. The survey covered whether they took part in home cooking and their feelings 
and attitudes toward cooking and food. Compared with the latter group, the former group had a 
considerably larger number of students who were interested in regional and traditional cuisines. In 
contrast, a higher ratio of the former group did not cook by themselves as frequently as the latter group. 
The data showed that junior college students of the former group with high awareness of food and 
cooking tended to engage themselves in actual cooking less frequently. The survey result revealed an 
important issue that future cooking education should be linked to cooking practice.
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表 2に、1994、1995 入学生と 2007、2008 入学生．
調査対象の概況を示した。尚、調査対象について、
以降 1994・5 入学生、2007 ･ 8 入学生とする。
まず、家族形態では「拡大家族」が 1994 ･ 5 入
学生では 45.8％に対し、2007 ･ 8 入学生では 43.3
％と若干少なく、反対に「核家族」は 1994 ･ 5
入学生では 54.2％に対し、2007 ･ 8 入学生では
が 56.7％と僅かに多くなっており、核家族化が
進んでいることが伺えた。次に、職業形態では、




世帯」22.9％いたが、2007 ･ 8 入学生では「農業
世帯」6.2％、「自営業世帯」15.2％と減少し、反対に、
「勤労者世帯」では、1994・5 入学生 63.0％に対
し、2007 ･ 8 入学生では 78.7％と増加していた。
また、調理担当者の就労状況では「有職」のもの






表 2は、1994 ･ 5 入学生と 2007 ･ 8 入学生の質
問項目の回答を示したものである。各項目のカテ















毎日」と答えたものは、1994 ･ 5 入学生が 14.8％
に対し、2007 ･ 8 入学生では 9.0％と低く、また「週
に 3～4回」では 1994・5 入学生が 27.3％に対し、
2007 ･ 8 入学生では 14.6％と同様に低くなってい
た。また「殆どしない」ものは 1994 ･ 5 入学生が





答えたものは、1994 ･ 5 入学生が 18.2％に対し、
2007 ･ 8 入学生では 7.9％と減少し、また、「殆ど
習わない」ものは 1994 ･ 5 入学生が 14.1％に対し、






ある。「主に作る」と答えたものは、1994 ･ 5 入
学生 12.0％、2007 ･ 8 入学生の比率は 12.4％と
僅かに増加していたが、「殆どしない」ものは






るが、「よく行く」と答えたものは 1994 ･ 5 入学















「関心がある」と答えたものは、1994 ･ 5 入学生
が 48.7％と半数のものに対し、2007 ･ 8 入学生で






をしている」というものは、1994 ･ 5 入学生では
54.2％と半数のものが答えたのに対し、2007 ･ 8























では「和食中心」と答えたものは、1994 ･ 5 入
学生が 30.7％に対し、2007 ･ 8 入学生では 29.2
％と減少したが、反対に、「洋食・中華」では
1994 ･ 5 入学生が 4.2％に対し、2007 ･ 8 入学生で
は 10.1％と増加し 13 年前に比べ欧風化傾向が伺
えた。（図 8）
次に「好きな献立」では「和食」と答えたもの
は、1994 ･ 5 入学生が 26.2％に対し、2007 ･ 8 入
学生では 29.8％と増加した。また、「洋食・中華」
と答えたものは、1994 ･ 5 入学生が 28.3％に対し、
2007 ･ 8 入学生では 33.1％と少し「洋食・中華」
を好むものが多くなっていた。（図 9）
また、学生の「よく食べる献立」では、「和食」
というものは、1994 ･ 5 入　学生が 22.9％に対し、
2007 ･ 8 入学生では 21.9％と僅かに減少した。反
対に、「洋食・中華」と答えたものは、1994 ･ 5





























は昭和 63 年、平成 5年、平成 17 年と徐々に増加












































1994 ･ 5 入学生の調査と同様（8）、料理及び菓子
51 品目について、「自分で作ることができるか」
ということと、自分で作ることができる場合、そ
の情報源を質問した。図 17 は、料理及び菓子 51
品目全体の比率を調理経験の関連でみたものであ
る。
調理経験で 1994 ･ 5 入学生では「作ることがで
きる」と答えたものは 49.3％に対し、2007 ･ 8 入
学生は 43.2％と低くなっていた。また、1994 ･ 5
入学生は「作ることができない」と答えたものは
40.0％に対し、2007 ･ 8 入学生では 48.0％と高く
なっていた。
図 18 は調理技術習得の情報源をみたものであ
る。1994 ･ 5 入学生で「母親」から習ったものは
65.1％に対し、2007 ･ 8 入学生では 60.7％と低く
なっていた。次に、「学校」で習ったと答えたも
のは 1994 ･ 5 入学生では 11.8％に対し、2007 ･ 8
入学生では 9.4％と低くなっていた。また、「本・
テレビ」から習得したと答えたものも 1994 ･ 5 入
学生では 16.2％に対し、2007 ･ 8 入学生では 11.8
％と同様に低くなっていたが、その他に関して
は 1994 ･ 5 入学生で「その他」からというものが
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